
令和５年度保健科学部　診療放射線科学科　４学年　シラバス

英語Ⅲ ・・・P1～

チーム医療Ⅱ（演習） ・・・P4～

先端診療画像検査技術学 ・・・P7～

核医学動態解析学 ・・・P10～

先端核医学検査技術学 ・・・P13～

放射線治療計画演習 ・・・P16～

放射線腫瘍学 ・・・P19～

先端放射線治療技術学 ・・・P22～

画像解析学・演習 ・・・P25～

実践臨床画像学 ・・・P28～

実践臨床画像学演習 ・・・P31～

診療放射線科学特別演習Ⅱ ・・・P34～

診療画像検査技術学臨床実習 ・・・P37～

核医学検査技術学臨床実習 ・・・P43～

放射線治療技術学臨床実習 ・・・P48～

卒業研究 ・・・P54～



科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 後 期 1 単位 授業形態 ： 講義

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： ―

英語3

English 3

安田尚子

実務経験のある教員が行う授業科目

必修

英語IA,Bおよび英語ⅡA,Bで習得した知識・スキルに基づいて、英語の総合

的なコミュニケーション能力の向上を目指す。課題とプレゼンテーションを

通して特にライティングとスピーキングの能力を高める。

この授業は4学科合同で行う。

教員がハンドアウトを準備する

1. 基本的な表現を正しく発音し、その意味が理解できる。

2. 様々なテキストの主題を理解することができる。

3. 学術的な語彙、文法、文章構成を理解することができる。

4. 地域に必要な情報を英語で提供することができる。

5. 視覚情報や映像を用いて情報を英語で表現することができる。

クラス活動25%、課題25%、 中間・期末試験各25％

今までに培った英語力を基に、書く・話すといったプロダクションレベルの

力を身につけていきます。また、自分の意見を相手にわかりやすく伝えられ

るコミュニケーション能力をグループワークを通じて磨きましょう。

参考書：適宜指示する
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前

安田尚子

久保田恵佑 Introduction: syllabus, etc.

2 駅前

3 駅前

安田尚子

久保田恵佑 Class Activity

安田尚子

久保田恵佑 Class Activity

駅前

安田尚子

久保田恵佑 Class Activity

Class Activity

6 駅前

安田尚子

久保田恵佑 Class Activity

駅前

安田尚子

久保田恵佑

Class Activity

8 駅前

安田尚子

久保田恵佑 review (class1-7)

Class Activity

5 駅前

安田尚子

久保田恵佑

7 駅前

安田尚子

久保田恵佑

4

駅前

安田尚子

久保田恵佑 Class Activity

11 駅前

安田尚子

久保田恵佑 Class Activity

12

10 駅前

安田尚子

久保田恵佑 Class Activity

9
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員 授業内容

駅前

安田尚子

久保田恵佑 Class Activity13

安田尚子

久保田恵佑 Class Activity

15

14 駅前

駅前

安田尚子

久保田恵佑 review (class 9-14)

自由記載（記載しない場合は必ず消してください）
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 前 期 1 単位 授業形態 ： 演習

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： -

チーム医療Ⅱ（演習） 【保健４】

Team-based Health Care Ⅱ（Exercises）

矢吹省司

必修

チーム医療の実践について学ぶ。チーム医療IIでは、呈示された症例を元に

医学部と看護学部の学生と共に、小グループに分かれて、自分の職種は何が

出来るか、何をすべきかについて討論する。そしてグループ毎に発表する。

呈示する症例としては、多彩な症状を呈している、または多様な問題を有し

ているため診断や治療に多職種で関わる必要がある患者とする。

(1)　チーム医療の目標を説明できる。

(2)　チームメンバーと円滑なコミュニケーションを図ることができる。

(3)　各医療職種の専門性、役割および責任を説明できる。

(4)　症例に対して各医療職種が取り組むべき問題点を明確化し、自身の役割と仕事

を説明できる。

(5)　チーム医療の立場から医療を考え、メンバーと連携して問題解決ができる。

(6)　 Team STEPPS (Team Strategies and Tools to Enhance Performance and

Patient Safety)を体験し、チーム医療の重要性を理解できる。

特定のテキストはありません。

レポート80％、教員によるグループ評価20％

川村治子、『医療安全ワークブック（第４版）』、医学書院、2018

実務経験のある教員が行う授業科目
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 9月19日 1 駅前

種田憲一郎

（国立保健医療科学院）

保健科学部教員

看護学部教員

２学部（看・保）５学科の学生

Team STEPPS (Team Strategies and Tools to

Enhance Performance and Patient Safety)演習

2 9月19日 2 駅前

4 9月19日 4 駅前
保健科学部教員

看護学部教員

症例供覧（全グループ同じ症例）

学科毎のディスカッション

3 9月19日 3 駅前

種田憲一郎

（国立保健医療科学院）

保健科学部教員

看護学部教員

Team STEPPS演習

種田憲一郎

（国立保健医療科学院）

保健科学部教員

看護学部教員

Team STEPPS演習

グループ内自己紹介・職種紹介

グループディスカッション

6 9月19日 6 駅前
保健科学部教員

看護学部教員
グループディスカッション

5 9月19日 5 駅前
保健科学部教員

看護学部教員

7 9月20日 1 駅前
保健科学部教員

看護学部教員

発表資料作成

発表＆質疑応答

8 9月20日 2 駅前
保健科学部教員

看護学部教員
発表＆質疑応答

振り返りと意見交換

10 9月24日 1 駅前

保健科学部教員

医療人育成・支援セン

ター教員

看護学部教員

３学部（医・看・保）６学科の学生

症例供覧

グループディスカッション

グループディスカッション

発表資料作成

11 9月24日 2 駅前

保健科学部教員

医療人育成・支援セン

ター教員

看護学部教員

グループディスカッション

12

9 9月20日 3 駅前
保健科学部教員

看護学部教員

9月24日 3 駅前

保健科学部教員

医療人育成・支援セン

ター教員

看護学部教員
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員 授業内容

駅前

保健科学部教員

医療人育成・支援セン

ター教員

看護学部教員

発表＆質疑応答13 9月24日 4

保健科学部教員

医療人育成・支援セン

ター教員

看護学部教員

発表＆質疑応答

15 9月24日

14 9月24日 5 駅前

6 駅前

保健科学部教員

医療人育成・支援セン

ター教員

看護学部教員

現場のカンファランス見学

（実際の多職種でのカンファランスを見て、学

ぶ。大学病院編）

見学後の意見交換

担当教員

・保健科学部：矢吹省司　森下慎一郎　阿部浩明　星真行　佐藤聡見（理学療法学科）　五百川

和明　倉澤茂樹　林博史　川又寛徳（作業療法学科）　高橋規之　福田篤志　佐藤久志（診療放

射線科学科）　小川一英　豊川真弘　鈴木英明　高橋一人（臨床検査学科）

・看護学部：和田久美子　菅野久美　大川貴子　片桐和子　古溝陽子　吾妻陽子

・医療人育成・支援センター：大谷晃司　亀岡弥生　安田恵

・国立保健医療科学院：種田憲一郎
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 前 期 1 単位 授業形態 ： 講義

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： ○

先端診療画像検査技術学

Advanced Technology in Diagnostic Imaging

久保　均

必修

　画像診断技術の発展はすさまじく、現在においても日進月歩で進んでいる。これらの技術は

次々と臨床現場に取り入れられ、日常臨床に供される。そこで、時代の最先端をいく最先端画

像検査技術について学び、先進的画像検査技術の現状、問題点、今後の展望などについて理解

する。具体的には、画像診断技術開発の歴史的な流れや現在の状況などについて概説した後、

X線撮影・透視検査、X線CT検査、血管造影検査、磁気共鳴検査、超音波検査において近年開

発され実用化されつつある技術とその応用を紹介し、全ての検査技術で研究が進められている

定量評価技術の詳細について解説し、最後にそれぞれのモダリティの将来展望について学生の

意見を聞きながらその方向性、および今後どのように関わっていくべきかについて、アクティ

ブラーニングの手法を取り入れながら学生の意見の構築を促す。

・画像診断検査に関わる最新研究の潮流を知る。

・種々のモダリティの最新技術の原理と効果を理解する。

・種々の疾患に対する最新の画像診断検査の目的と役割、その効果を知る。

なし

なし

実務経験のある教員が行う授業科目

レポート　100％

なし
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前
久保均（診療放射

線科学科）

X線を用いた画像診断検査の研究開

発の最新動向（X線撮影、透視撮

影、血管造影）

2 駅前

3 駅前 同上
MRを用いた画像診断検査の研究開

発の最新動向

同上
X線を用いた画像診断検査の研究開

発の最新動向（X線CT）

4 駅前 同上
超音波を用いた画像診断検査の研

究開発の最新動向

画像解析技術の研究開発の最新動

向

6 駅前 同上 人工知能と画像診断技術

5 駅前 同上

7 駅前 同上 遠隔画像診断と画像診断技術

8 駅前 同上 画像診断と治療

新たな情報の可視化

10 駅前 同上 医療経済と画像診断技術

9 駅前 同上

駅前 同上
グループワーク：画像診断技術は

どのように発展していくべきか

11 駅前 同上 国民皆保険制度と画像診断技術

12
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員 授業内容

駅前 同上
グループワーク：画像診断技術は

どのように発展していくべきか
13

同上
グループワーク：画像診断技術は

どのように発展していくべきか

15

14 駅前

駅前 同上
グループワークの結果の発表、講

義全体のまとめ
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 前 期 1 単位 授業形態 ： 講義

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： ―

定期試験８０％、小テスト２０％

核医学動態解析学は、疾患ごとに変化する薬物動態をどの薬剤で検出し解析

するかを学ぶ。その理解には薬理学・病理学などの知識が必須である。基盤

となる知識を身に付け、さらに理解を促進してほしい。

1.　臨床薬物動態学改訂第5版　臨床薬理学・薬物療法の基礎として　南江堂

加藤隆一(監)　２０１７年

2.　核医学技術総論　第3版改訂版　山代印刷　日本核医学技術学会（編）２

０１８年

3.　核医学物理学　初版　国際文献社　日本医学物理学会（監）２０１５年

なし

1.　薬物動態理論を理解する。

2.　トレーサー毎の動態の違いを理解する。

3.　動態に応じた解析手法を理解する。

核医学動態解析学

Dynamic Analysis in Nuclear Medicine

長谷川功紀

実務経験のある教員が行う授業科目

選択

核医学はトレーサー科学でもあり、その根幹は薬物動態である。本講義で

は、高度な核医学画像診断に用いられる放射性医薬品とその性質を学習し、

体内挙動と解析法を学習する。具体的には、核医学画像が放射線計測の装置

と手法により決定づけられることを学習し、核医学動態検査の手法、解析手

法などについて習得する。その内容は、動態解析手法の基礎、ダイナミック

収集、画像再構成、動態画像処理及び動態画像解析、モデル解析、動態評価

等を含むものである。
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

駅前
三輪建太（診療放

射線科学科）

PETによる血流量、代謝イメージ

ング

11 駅前
三輪建太（診療放

射線科学科）

血液・造血器・リンパ系シンチグ

ラフィおよび腫瘍・炎症シンチグ

ラフィ

12

10 駅前
三輪建太（診療放

射線科学科）
内分泌系および骨シンチグラフィ

9 駅前
三輪建太（診療放

射線科学科）

肺血流シンチグラフィ、肺換気シ

ンチグラフィ

8 駅前
三輪建太（診療放

射線科学科）
消化器系シンチグラフィ

泌尿生殖器系シンチグラフィ

5 駅前
三輪建太（診療放

射線科学科）

7 駅前
三輪建太（診療放

射線科学科）

4 駅前
長谷川功紀（診療

放射線科学科）
PK/PD理論

脳血流シンチグラフィおよび神経

受容体シンチグラフィ

6 駅前
三輪建太（診療放

射線科学科）

心筋血流シンチグラフィ、心プー

ルシンチグラフィ、心筋交感神経

機能シンチグラフィ

3 駅前
長谷川功紀（診療

放射線科学科）

低分子医薬品と高分子医薬品の薬

物動態

長谷川功紀（診療

放射線科学科）
ADMEおよび薬物動態解析法

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前
長谷川功紀（診療

放射線科学科）

はじめに

薬力学と薬物動態学

2 駅前
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

長谷川功紀（診療

放射線科学科）

高分子内用療法製剤の薬物動態と

その解析

15

14 駅前

駅前
長谷川功紀（診療

放射線科学科）

核医学動態解析の将来展望、まと

め

授業内容

駅前
長谷川功紀（診療

放射線科学科）

低分子内用療法製剤の薬物動態と

その解析
13
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科⽬名 ：
英語名称 ：
担当責任者 ：
開講年次 ： 4 年 後 期 1 単位 授業形態 ： 講義
必修・選択 ：

概要 ：

学習⽬標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価⽅法 ：

その他 ：
メッセージ等

： ◯

先端核医学検査技術学
Advanced Technology in Nuclear Medicine
三輪建太（診療放射線科学科）

実務経験のある教員が⾏う授業科⽬

選択

核医学技術は、撮像機器、放射性医薬品、補正・再構成・解析技術の進展に
伴い発展している。そこで、最先端核医学技術の現状や問題点、今後の展望
について学修する。具体的には、既存技術と最新技術との差異を明らかにし
ながら、検査の基礎となる撮像機器および補正・再構成技術の原理と得られ
る画像・データを関連づけて学修する。⾼度な核医学画像診断に⽤いられる
放射性医薬品とその性質を学習し、体内挙動と解析法を理解する。核医学治
療に使⽤される放射性医薬品を知り、イメージングと治療の関わりを理解す
る。

なし

1. 核医学検査技術に関わる最新研究の潮流を知る。
2. ⾼度な装置・補正技術の原理と効果を理解する。
3. 基礎病態を学習し、臨床技術（イメージング、核医学治療）の性質を理解
する。

レポート１００％

これまでに学習した講義（核医学機器⼯学、核医学検査技術学、核医学薬物
学、核医学動態解析学）を⼗分に復習し、講義に臨んでください。

1. 新核医学技術総論（技術編） ⼭代印刷 ⽇本核医学技術学会（編）２０
２０年
2. 新核医学技術総論（臨床編） ⼭代印刷 ⽇本核医学技術学会（編）２０
２０年
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授業実施⽇ 時限 場所/キャンパス名 担当教員

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

核医学技術学の研究開発の動向

2 駅前

3 駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

画像再構成法
（画像再構成の計算、BPL再構
成）

三輪建太（診療放
射線科学科）

SPECT装置、PET装置
（半導体検出器、コンプトンカメ
ラ、PET-MR）

駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

補正技術
（減弱、散乱、PSF、TOF）

解析技術
（定量解析、統計画像解析）

6 駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

Radiomics、AI

駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

放射性トレーサ

8 駅前
⻑⾕川功紀（診療
放射線科学科）

薬物動態、動態解析

臨床技術（⾻領域）

5 駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

7 駅前
⻑⾕川功紀（診療
放射線科学科）

4

駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

臨床技術（循環器領域）

11 駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

臨床技術（中枢神経領域）

12

10 駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

臨床技術（腫瘍領域）

9
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授業実施⽇ 時限 場所/キャンパス名 担当教員 授業内容

駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

臨床技術（その他）13

三輪建太（診療放
射線科学科）

核医学治療・Theranostics

15

14 駅前

駅前
三輪建太（診療放
射線科学科）

講義全体のまとめ
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 前 期 1 単位 授業形態 ： 演習

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： 〇

レポート１００％

なし

新・医用放射線技術実験―臨床編― 第3 版 共立出版 田中仁、山田勝彦、安

部真治、小田敍弘（編） ２０１６年

放射線治療計画ガイドライン 2016 年版 第4 版 金原出版 日本放射線腫瘍学

会（編）２０１６年

1. 治療計画の一連のプロセスについて、概要を理解するとともに各プロセス

における実務作業を学習する。

2. 治療計画装置を利用するにあたって必要となる基本データの構成と、その

取得方法について理解する。

放射線治療計画演習

Exercises in Radiation Treatment Planning

加藤貴弘

実務経験のある教員が行う授業科目

必修

放射線治療の一連のプロセスの中で重要な地位を占める放射線治療計画につ

いて、計画画像収集、画像融合方法、標的体積の決定・輪郭入力方法、治療

計画立案、最適化計算の考え方、線量分布計算、治療計画の評価について総

合的に学習する。高エネルギーX 線に加えて電子線についても学習する。ま

た、治療計画装置を利用する前に実施するコミッショニングについて、基本

となるビームデータの登録からCT 値電子密度変換テーブルの作成まで、そ

の特徴と利用上の注意点を学習する。
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

駅前

加藤貴弘・原田崇

臣（診療放射線科

学科）

強度変調放射線治療の治療計画

（前立腺）

11 駅前

加藤貴弘・佐藤久

志（診療放射線科

学科）

複数の治療計画立案とその比較評

価

12

10 駅前

加藤貴弘・佐藤久

志（診療放射線科

学科）

線量体積ヒストグラムを用いた治

療計画の評価

9 駅前

加藤貴弘・佐藤久

志（診療放射線科

学科）

X 線治療計画（多門照射の線量計

算）

8 駅前

加藤貴弘・佐藤久

志（診療放射線科

学科）

マルチリーフコリメータ、ウェッ

ジフィルタを用いた治療計画

電子線治療計画

5 駅前

加藤貴弘・佐藤久

志（診療放射線科

学科）

7 駅前

加藤貴弘・佐藤久

志（診療放射線科

学科）

4 駅前

加藤貴弘・原田崇

臣（診療放射線科

学科）

ビームデータの基本構成

人体ファントムのCT 撮影から画像

転送処理

6 駅前

加藤貴弘・佐藤久

志（診療放射線科

学科）

画像融合処理、輪郭入力方法

3 駅前

加藤貴弘・原田崇

臣（診療放射線科

学科）

CT-ED ファントムのCT 撮影、CT-

ED テーブルの作成

加藤貴弘・原田崇

臣（診療放射線科

学科）

治療計画装置の基本構成

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前
加藤貴弘（診療放

射線科学科）
ガイダンス

2 駅前
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

加藤貴弘・原田崇

臣（診療放射線科

学科）

モニターユニット値の計算（矩形

照射野）

15

14 駅前

駅前

加藤貴弘・原田崇

臣（診療放射線科

学科）

モニターユニット値の計算（不整

型照射野）

授業内容

駅前

加藤貴弘・原田崇

臣（診療放射線科

学科）

強度変調放射線治療の治療計画

（頭頸部）
13
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科目名 ：
英語名称 ：
担当責任者 ：
開講年次 ： 4 年 前 期 1 単位 授業形態 ： 講義
必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：
メッセージ等

： 〇

放射線腫瘍学
Radiation Oncology
佐藤久志

実務経験のある教員が行う授業科目

必修

放射線治療は、機能・形態を温存させながら悪性腫瘍を制御する治療法であ
り、患者の生活の質の観点からも大きな意義がある。腫瘍組織の放射線感
受性・反応性及び治癒可能性について検討し、放射線の効果を左右する修飾
因子について理解する。また、放射線治療の適応、臓器別治療法を理解し、
集学的治療としての放射線治療について考察する。さらに近年、研究・開発
が進められている高精度放射線治療の展開について検討し、人間としての尊
厳を保ちながら、より快適な生活ができるように補助するための医療行為と
しての放射線治療について考察する。

放射線治療計画ガイドライン2020年版（金原出版）、その他配布資料

1.がんの動向とその対策の理解
2.がん対策における放射線治療の役割の理解
3.放射線治療における放射線生物学の応用の理解
4.疾患別の放射線治療法の理解

定期試験80%、レポート20%

癌治療における放射線治療の役割は年々増加傾向にあります。治療の高精
度化により、学ぶべき内容も増えてきていますので頑張って学んで下さい。

1.臨床放射線腫瘍学－最新知見に基づいた放射線治療の実践（南江堂）    2.
放射線治療グリーンマニュアル（金原出版）
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

がんの動向とメカニズム

2 駅前

3 駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

外部放射線治療における分割照射

佐藤久志（診療放
射線科学科）

放射線治療の概要

駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

放射線治療における生物モデル
（LQモデル）

腫瘍の進展と転移

6 駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

中枢神経系腫瘍・頭頸部腫瘍

駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

肺/縦隔腫瘍・泌尿器腫瘍

8 駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

乳癌・婦人科癌

消化器癌・前立腺癌

5 駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

7 駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

4

駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

緩和的治療、緊急照射

11 駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

小児腫瘍・良性腫瘍

12

10 駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

悪性リンパ腫・白血病

9
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員 授業内容

駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

小線源治療13

佐藤久志（診療放
射線科学科）

粒子線治療・RI治療

15

14 駅前

駅前
佐藤久志（診療放
射線科学科）

併用療法
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 後 期 1 単位 授業形態 ： 講義

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： 〇

定期試験１００％

なし

1. 放射線治療 基礎知識図解ノート 金原出版 榮武二、櫻井英幸（監） ２０２

１年

2. 図解診療放射線技術実践ガイド第４版 第一線で必ず役立つ知識・実践の

すべて 文光堂 遠藤啓吾（編） ２０２０年

放射線治療物理学第3 版 文光堂 西臺武弘（著） ２０２０年

1. 先端放射線治療技術について理解する。

2. 高度化した汎用型リニアックの機能について理解する。

3. 定位放射線治療専用機（ガンマナイフ・サイバーナイフ）の基本構造を理解する。

4. IMRT 専用機（トモセラピー）の基本構造を理解する。

5. 画像誘導放射線治療の種類と特徴を理解する。

6. 陽子線治療と炭素線治療の違いを理解する。

7. パッシブ法とペンシルビームスキャニング法について理解する。

8. BNCT の原理と特徴について理解する。

先端放射線治療技術学

Advanced Technology in Radiotherapy

加藤貴弘

実務経験のある教員が行う授業科目

選択

近年の放射線治療技術の進歩は著しく、汎用型の電子直線加速器（リニアック）に加えて定位

放射線治療、強度変調放射線治療(IMRT)専用機や粒子線治療、ホウ素中性子捕捉療法(BNCT)

のための治療装置が次々に開発され、臨床に供されている。汎用型リニアックでできる照射技

術を把握したうえで定位放射線治療専用機やIMRT 専用機の基本構造と特徴について理解す

る。粒子線治療については陽子線治療と炭素線治療の違いを理解するとともに従来の照射野形

成方法である拡大散乱（パッシブ）法に加え最新技術であるペンシルビームスキャニング法に

ついてもその原理と特徴を理解する。BNCT については中性子源として従来の研究用原子炉だ

けでなく最新の加速器を使った方法についても学ぶ。画像誘導技術も含めた先端の放射線治療

技術が切り拓く新たな可能性や方向性について考察すると共に多様化する技術の効果的な活用

方法について学ぶ。
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

駅前
加藤貴弘（診療放

射線科学科）
画像誘導放射線治療

11 駅前
加藤貴弘（診療放

射線科学科）

粒子線治療における照射野形成技

術

12

10 駅前
加藤貴弘（診療放

射線科学科）
炭素線治療の最近の動向

9 駅前
加藤貴弘（診療放

射線科学科）

陽子線治療の歴史

8 駅前
加藤貴弘（診療放

射線科学科）
陽子線治療の最近の動向

炭素線治療の歴史

5 駅前
加藤貴弘（診療放

射線科学科）

7 駅前
加藤貴弘（診療放

射線科学科）

4 駅前
加藤貴弘（診療放

射線科学科）
体幹部定位放射線治療（専用機）

IMRT（汎用リニアック）

6 駅前
加藤貴弘（診療放

射線科学科）
IMRT（専用機）

3 駅前
佐藤久志（診療放

射線科学科）

体幹部定位放射線治療（汎用リニ

アック）

加藤貴弘（診療放

射線科学科）
脳定位放射線治療（専用機）

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前
佐藤久志（診療放

射線科学科）

脳定位放射線治療（汎用リニアッ

ク）

2 駅前
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

原田崇臣（診療放

射線科学科）
BNCT の歴史

15

14 駅前

駅前
原田崇臣（診療放

射線科学科）
BNCT の最近の動向

授業内容

駅前
原田崇臣（診療放

射線科学科）
呼吸同期照射・追尾照射13
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 前 期 1 単位 授業形態 ： 演習

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： 〇実務経験のある教員が行う授業科目

レポート

1. 画像解析を行うための前処理である基本的なディジタル画像処理について

解説し、処理操作を行うことができる。

2. 画像解析ソフトウェアを操作できる．

3. 3D画像表示と多断面画像の作成を行うことができる。

4. 各種画像に対する解析処理を実践できる。

画像診断機器装置の進歩に伴い、画像解析技術の進歩も目覚ましい。CTやMR画像の

多断面画像の作成や3D画像の作成、またそれらの画像を用いたサイズの計測などが行

われている。核医学画像では，機能の定量的な評価や測定にも使用されている。診療

放射線技師として，これら解析技術を習得することが必要不可欠になっている．ここ

では，画像解析処理ソフトウェアを使用して，画像解析を行う上で前処理となる基本

的なディジタル画像処理技術を習得し，さらに臨床画像を用いて3D画像の表示方法

や，多断面画像表示方法を習得する．これらの技術を用いて，CT画像、MR画像，核

医学画像を対象として画像解析方法を学ぶ。

画像解析学・演習

Exercises in Imaging Analysis

高橋　規之

必修
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

MR画像

11 駅前 五月女康作 MR画像

12

9 駅前 田代　雅実

駅前 五月女康作

田代　雅実 CT画像

CT画像

10 駅前 五月女康作 MR画像

Osirixの操作

（基本）

6 駅前 高橋　規之

Osirixの操作

（基本）

5 駅前 高橋　規之

7 駅前 田代　雅実 CT画像

8 駅前

3 駅前 高橋　規之

ディジタル画像処理

（ボケマスク処理）

高橋　規之

ディジタル画像処理

（周波数領域における画像処理）2 駅前

4 駅前 高橋　規之

Osirixの操作

（基本）

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前 高橋　規之

ディジタル画像処理

（ウィンドウ処理）
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

自由記載（記載しない場合は必ず消してください）

核医学画像

15

14 駅前

駅前 三輪　健太 核医学画像

13

三輪　健太

授業内容

駅前 三輪　健太 核医学画像
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 前 期 1 単位 授業形態 ： 講義

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： ○

実践臨床画像学

Practical Clinical Diagnostic Imaging

久保　均

必修

　診療放射線技師が専門性を発揮して医療現場の中で診療画像情報を提供で

きるようになるためには、今までに体系的に学んできた知識や技術を束ねた

り融合したりすることにより、より実践的かつ活用できる知識や技術とな

る。本科目では今までに得た知識や技術をまとめ上げ、臨床現場で実践的な

活用できるレベルにまで高める。特に、患者対応、他職種との連携、医療情

報の取り扱い、業務拡大で新たに必要となる手技、放射線防護や安全管理等

について、臨床現場を想定した実践的な知識を能動的に得る。

・今まで学んできた診療画像技術学の知識を再確認し、まとめ上げる。

・実際の臨床現場を意識し、診療放射線技師業務で活用できる知識に昇華で

きる。

・患者対応、他職種との連携、医療情報の取り扱いなど、医療人として必要

な考え方を身につける。

・業務拡大で必要となった技術の知識を得る。

なし

なし

実務経験のある教員が行う授業科目

レポート　100％

能動的学習法を取り入れるので、指定された教材で必ず予習をしてくるこ

と。
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前
久保均（診療放射

線科学科）

医療における診療放射線技師につ

いての再考察

2 駅前

3 駅前 同上 チーム医療、他職種との連携

同上 患者対応と検査の説明

4 駅前 同上 医療情報の取り扱い

診療と臨床研究

6 駅前 同上 診療と法令

5 駅前 同上

7 駅前 同上 抜針及び止血の手技

8 駅前 同上
肛門へのカテーテル挿入からの造

影剤及び空気注入の手技

放射線安全管理（患者を護るに

は）

10 駅前 同上
放射線安全管理（自分自身を護る

には）

9 駅前 同上

駅前 同上
医療安全管理（自分自身を護るに

は）

11 駅前 同上 医療安全管理（患者を護るには）

12
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員 授業内容

駅前 同上 良い診療画像検査とは何か？13

同上 患者のための診療画像検査とは？

15

14 駅前

駅前 同上
自身が実践したい診療画像検査と

は？
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 前 期 1 単位 授業形態 ： 演習

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： ○

実践臨床画像学演習

Exercises in Practical Clinical Diagnostic Imaging

久保　均

必修

　診療放射線技師が専門性を発揮して医療現場の中で診療画像情報を提供で

きるようになるためには、今までに体系的に学んできた知識や技術を束ねた

り融合したりすることにより、より実践的かつ活用できる知識や技術とな

る。本科目では今までに得た知識や技術をまとめ上げ、臨床現場で実践的な

活用できるレベルにまで高める。特に、患者対応、他職種との連携、医療情

報の取り扱い、業務拡大で新たに必要となる手技、放射線防護や安全管理等

について、臨床現場を想定した実践的な知識と技術を能動的な演習により得

る。

・今まで学んできた診療画像技術学の知識を再確認し、まとめ上げる。

・実際の臨床現場を意識し、診療放射線技師業務で活用できる知識に昇華で

きる。

・患者対応、他職種との連携、医療情報の取り扱いなど、医療人として必要

な考え方を身につける。

・業務拡大で必要となった技術の知識を得る。

なし

なし

実務経験のある教員が行う授業科目

レポート　100％

能動的学習法を取り入れるので、指定された教材で必ず予習をしてくるこ

と。
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前
久保均（診療放射

線科学科）

医療における診療放射線技師につ

いての再考察（ケーススタディを

用いた演習）

2 駅前

3 駅前 同上
チーム医療、他職種との連携

（ケーススタディを用いた演習）

同上
患者対応と検査の説明（ケースス

タディを用いた演習）

4 駅前 同上
医療情報の取り扱い（ケーススタ

ディを用いた演習）

診療と臨床研究（ケーススタディ

を用いた演習）

6 駅前 同上
診療と法令（ケーススタディを用

いた演習）

5 駅前 同上

7 駅前 同上 抜針及び止血の手技の演習

8 駅前 同上
肛門へのカテーテル挿入からの造

影剤及び空気注入の手技の演習

放射線安全管理（患者を護るに

は）（ケーススタディを用いた演

習）

10 駅前 同上

放射線安全管理（自分自身を護る

には）（ケーススタディを用いた

演習）

9 駅前 同上

駅前 同上

医療安全管理（自分自身を護るに

は）（ケーススタディを用いた演

習）

11 駅前 同上
医療安全管理（患者を護るには）

（ケーススタディを用いた演習）

12
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員 授業内容

駅前 同上
良い診療画像検査とは何か？

（ケーススタディを用いた演習）
13

同上
患者のための診療画像検査とは？

（ケーススタディを用いた演習）

15

14 駅前

駅前 同上

自身が実践したい診療画像検査と

は？（ケーススタディを用いた演

習）
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 後 期 1 単位 授業形態 ： 講義

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： 〇実務経験のある教員が行う授業科目

定期試験

1． 診療放射線技師としての素養を身につける。

2． 必修各科目において学習した内容を簡潔に説明することができる。

3． 診療放射線技師の臨床業務内容と各科目間の結びつきを説明することが

できる。

本学科の４年間学んだ、基礎知識と臨床実習を通して学んだ応用技術を総括

したえうで内容を再確認し、多様な診断技術、治療技術も基盤となる共通の

考え方によって成立していることを学び、そのうえで体系化した学修成果の

固着化と応用力の向上を図る。対象となる領域は画像診断、核医学、放射線

治療、放射線管理計測、医療情報など多岐に渡ることから、いくつかの領域

を基盤として実際の臨床におけるワークフローも含めた全体像を自身の中で

イメージできるようにする。

診療放射線科学特別演習Ⅱ

Advanced Exercises in Radiological sciences II

高橋　規之

必修
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

放射線計測学

11 駅前 広藤　喜章 医療情報学

12

9 駅前 山品　博子

駅前 福田　篤志

久保　均 診療画像検査学

エックス線撮影技術学

10 駅前 高橋　規之 医療画像工学

放射化学

6 駅前 五月女康作 医用工学

5 駅前 長谷川功紀

7 駅前 田代　雅実 診療放射線機器学

8 駅前

3 駅前 原田　崇臣 放射線生物学

佐藤　久志 基礎医学大要2 駅前

4 駅前 宮司　典明 放射線物理学

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1 駅前 三輪　健太 ガイダンス
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

自由記載（記載しない場合は必ず消してください）

放射線治療技術学

15

14 駅前

駅前 大場　隆 放射線安全管理学

13

加藤　貴弘

授業内容

駅前 三輪　健太 核医学検査技術学
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 前 期 6 単位 授業形態 ： 実習

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

診療画像検査技術学臨床実習

Clinical Practice of Diagnostic Imaging

久保　均

必修

　一般撮影検査（胸部・腹部・骨一般など）をはじめ、各種造影撮影検査、

X線CT検査、MR検査、超音波検査などの診療画像技術に関する事項を、病院

および検診施設での臨床実習を行うことで体得する。検査室入室から検査着

への着替えなどの準備、そしてポジショニングから撮影までの一連の検査を

「臨床実習日程表」に沿ったスケジュールに基づき臨床実習を行う。実習期

間内に該当する検査が無い場合は実習指導者からの実際的な解説により学習

する。

・臨床患者に対する検査を通じて診療画像検査技術を修得すると共に、患者

接遇の基礎を学ぶ。

・各実習部署に応じた診療環境調整技術、診療装置調整技術、撮影援助技

術、撮影技術、画像情報解析技術、画像情報管理技術、放射線安全管理技

術、救命救急措置技術、感染予防技術、その他安全管理技術などを修得す

る。

なし

なし

レポート100%
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その他 ：

メッセージ等

： ○

レポート100%

別に連絡する事前オリエンテーションには必ず参加すること。

実務経験のある教員が行う授業科目
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1-

48

臨床実習施設
臨床実習指導者（附属

病院）、高橋規之・福

田篤志・大葉隆・広藤

喜章・山品博子（診療

放射線科学科）

（診療画像検査技術学臨床実習）

単純撮影、病棟撮影、手術室、超

音波検査

49-

72

臨床実習施設

同上

（診療画像検査技術学臨床実習）

透視造影検査、骨塩定量検査、乳

房撮影

73-

96

臨床実習施設

同上
（診療画像検査技術学臨床実習）

血管造影検査、IVR

97-

12

0

臨床実習施設
臨床実習指導者

（附属病院）、田

代雅実（診療放射

線科学科）

（診療画像検査技術学臨床実習）

X線CT検査

14

5-

18

4

臨床実習施設 臨床実習指導者

（附属病院）、三

輪建太・宮司典明

（診療放射線科学

科）

（核医学検査技術学臨床実習）

核医学検査（含核医学治療）

12

1-

14

4

臨床実習施設
臨床実習指導者

（附属病院）、五

月女康作（診療放

射線科学科）

（診療画像検査技術学臨床実習）

MR検査（手術室を含む）

（核医学検査技術学臨床実習）

核医学検査（PET）

20

1-

24

0

臨床実習施設 臨床実習指導者

（附属病院）、加

藤貴弘・佐藤久

志・原田崇臣（診

療放射線科学科）

（放射線治療技術学臨床実習）放

射線治療

18

5-

20

0

臨床実習施設 臨床実習指導者

（附属病院）、久

保均・長谷川功紀

（診療放射線科学

科）
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20

1-

24

0

臨床実習施設 臨床実習指導者

（附属病院）、加

藤貴弘・佐藤久

志・原田崇臣（診

療放射線科学科）

（放射線治療技術学臨床実習）放

射線治療

24

9-

26

4

臨床実習施設

同上
（診療画像検査技術学臨床実習）

画像診断検査

24

1-

24

8

臨床実習施設
臨床実習指導者

（星総合病院）、

久保均（診療放射

線科学科）

（核医学検査技術学臨床実習）

核医学検査

28

1-

28

8

臨床実習施設 臨床実習指導者

（南東北BNCT研

究センター）、加

藤貴弘・原田崇臣

（診療放射線科学

（放射線治療技術学臨床実習）放

射線治療（BNCT）

26

5-

58

0

臨床実習施設 臨床実習指導者

（南東北がん陽子

線治療セン

ター）、加藤貴

弘・原田崇臣（診

（放射線治療技術学臨床実習）放

射線治療（陽子線治療）

30

7-

31

0

臨床実習施設

久保均・三輪建

太・加藤貴弘（診

療放射線科学科）

実習報告会（診療画像検査技術学

臨床実習）

28

9-

30

6

臨床実習施設 臨床実習指導者

（福島県労働保健

センター）、福田

篤志・山品博子

（診療放射線科学

（診療画像検査技術学臨床実習）

検診業務（単純撮影、造影検査、

眼底検査、超音波検査、ホールボ

ディカウンター検査）

31

1-

12

臨床実習施設

同上
実習報告会（核医学検査技術学臨

床実習）
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　本実習は、核医学検査技術学臨床実習および放射線治療技術学臨床実習と同時に開講しスケ

ジュールを共にする。

31

3-

31

4

臨床実習施設

同上
実習報告会（放射線治療技術学臨

床実習）
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科⽬名 ：
英語名称 ：
担当責任者 ：
開講年次 ： 4 年 前 期 2 単位 授業形態 ： 実習
必修・選択 ：

概要 ：

学習⽬標 ：

テキスト ：

参考書 ：

核医学検査技術学臨床実習
Clinical Practice of Nuclear Medicine
三輪 建太

必修

 核医学検査・治療技術に関する事項を、病院での臨床実習を⾏うことで
体得する。⽬的別にさまざまな放射性医薬品を取り扱うが、それぞれの特
徴と取り扱いの注意点について実際の臨床をフローを通して学ぶ。また、
ガンマカメラを⽤いたSPECTやポジトロン核種を⽤いたPET検査について
臨床に加えて放射線管理についても学ぶ。これら⼀連の検査を「臨床実習
⽇程表」に沿ったスケジュールに基づき臨床実習を⾏う。実習期間内に該
当する検査が無い場合は実習指導者からの実際的な解説により学修する。

1.臨床患者に対する検査を通じて核医学検査・治療技術を修得すると共
に、患者接遇の基礎を学ぶ。
2.各実習部署に応じた診療環境調整技術、診療装置調整技術、核医学検査
援助技術、核医学検査技術、核医学治療技術、画像情報解析技術、画像情
報管理技術、放射線安全管理技術、救命救急措置技術、感染予防技術、そ
の他安全管理技術などを修得する。

なし

なし
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成績評価⽅法 ：

その他 ：
メッセージ等

： ○

レポート100%

別に連絡する事前オリエンテーションには必ず参加すること。

実務経験のある教員が⾏う授業科⽬
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授業実施⽇ 時限場所/キャンパス名 担当教員

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1-48

臨床実習施設 臨床実習指導者（附属
病院）、⾼橋規之・福
⽥篤志・⼤葉隆・広藤
喜章・⼭品博⼦（診療
放射線科学科）

（診療画像検査技術学臨床実習）
単純撮影、病棟撮影、⼿術室、超
⾳波検査

49-72

臨床実習施設

同上
（診療画像検査技術学臨床実習）
透視造影検査、⾻塩定量検査、乳
房撮影

73-96

臨床実習施設

同上
（診療画像検査技術学臨床実習）
⾎管造影検査、IVR

97-120

臨床実習施設
臨床実習指導者
（附属病院）、⽥
代雅実（診療放射
線科学科）

（診療画像検査技術学臨床実習）
X線CT検査

121-144

臨床実習施設 臨床実習指導者
（附属病院）、五
⽉⼥康作（診療放
射線科学科）

（診療画像検査技術学臨床実習）
MR検査（⼿術室を含む）

145-184

臨床実習施設 臨床実習指導者
（附属病院）、三
輪建太・宮司典明
（診療放射線科学
科）

（核医学検査技術学臨床実習）
核医学検査（含核医学治療）

185-200

臨床実習施設
臨床実習指導者
（附属病院）、久
保均・⻑⾕川功紀
（診療放射線科学
科）

（核医学検査技術学臨床実習）
核医学検査（PET）
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201-240

臨床実習施設 臨床実習指導者
（附属病院）、加
藤貴弘・佐藤久
志・原⽥崇⾂（診
療放射線科学科）

（放射線治療技術学臨床実習）放
射線治療

（核医学検査技術学臨床実習）
核医学検査

249-264

臨床実習施設

同上
（診療画像検査技術学臨床実習）
画像診断検査

241-248

臨床実習施設 臨床実習指導者
（星総合病院）、
久保均（診療放射
線科学科）

281-288

臨床実習施設 臨床実習指導者
（南東北BNCT研
究センター）、加
藤貴弘・原⽥崇⾂
（診療放射線科学
科）

（放射線治療技術学臨床実習）放
射線治療（BNCT）

265-580

臨床実習施設 臨床実習指導者
（南東北がん陽⼦
線治療セン
ター）、加藤貴
弘・原⽥崇⾂（診
療放射線科学科）

（放射線治療技術学臨床実習）放
射線治療（陽⼦線治療）

307-310

臨床実習施設
久保均・三輪建
太・加藤貴弘（診
療放射線科学科）

実習報告会（診療画像検査技術学
臨床実習）

289-306

臨床実習施設 臨床実習指導者
（福島県労働保健
センター）、福⽥
篤志・⼭品博⼦
（診療放射線科学
科）

（診療画像検査技術学臨床実習）
検診業務（単純撮影、造影検査、
眼底検査、超⾳波検査、ホールボ
ディカウンター検査）
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 本実習は、診療画像検査技術学臨床実習および放射線治療技術学臨床実習と同時に開講しスケ
ジュールを共にする。

313-314

臨床実習施設

同上
実習報告会（放射線治療技術学臨
床実習）

311-12

臨床実習施設

同上
実習報告会（核医学検査技術学臨
床実習）
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 前 期 2 単位 授業形態 ： 実習

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

放射線技術学臨床実習

Clinical Practice of Radiotheraphy

加藤　貴弘

必修

　放射線治療技術に関する事項を、病院での臨床実習を行うことで体得す

る。リニアックを用いた外部放射線治療（高エネルギーX線および電子線）

と密封小線源を用いた腔内照射を中心に「臨床実習日程表」に沿ったスケ

ジュールに基づき臨床実習を行う。患者固定具作成から治療計画CT撮影、

治療計画、実際の照射、そして品質管理までの一連の行為を学ぶ。実習期間

内に該当する治療が無い場合は実習指導者からの実際的な解説により学習す

る。

1. 臨床患者に対する放射線治療を通じて放射線治療技術を修得する。

2. 臨床実習を通して患者接遇の基礎を学ぶ。

3. 実際の放射線治療のワークフローを学び、装置品質管理、放射線管理業務

について理解する。

なし

なし

レポート100%
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その他 ：

メッセージ等

： ○

レポート100%

別に連絡する事前オリエンテーションには必ず参加すること。

実務経験のある教員が行う授業科目
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1-

48

臨床実習施設
臨床実習指導者（附属

病院）、高橋規之・福

田篤志・大葉隆・広藤

喜章・山品博子（診療

放射線科学科）

（診療画像検査技術学臨床実習）

単純撮影、病棟撮影、手術室、超

音波検査

49-

72

臨床実習施設

同上

（診療画像検査技術学臨床実習）

透視造影検査、骨塩定量検査、乳

房撮影

73-

96

臨床実習施設

同上
（診療画像検査技術学臨床実習）

血管造影検査、IVR

97-

12

0

臨床実習施設
臨床実習指導者

（附属病院）、田

代雅実（診療放射

線科学科）

（診療画像検査技術学臨床実習）

X線CT検査

12

1-

14

4

臨床実習施設
臨床実習指導者

（附属病院）、五

月女康作（診療放

射線科学科）

（診療画像検査技術学臨床実習）

MR検査（手術室を含む）

14

5-

18

4

臨床実習施設 臨床実習指導者

（附属病院）、三

輪建太・宮司典明

（診療放射線科学

科）

（核医学検査技術学臨床実習）

核医学検査（含核医学治療）

18

5-

20

0

臨床実習施設 臨床実習指導者

（附属病院）、久

保均・長谷川功紀

（診療放射線科学

科）

（核医学検査技術学臨床実習）

核医学検査（PET）

20

1-

24

0

臨床実習施設 臨床実習指導者

（附属病院）、加

藤貴弘・佐藤久

志・原田崇臣（診

療放射線科学科）

（放射線治療技術学臨床実習）放

射線治療
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20

1-

24

0

臨床実習施設 臨床実習指導者

（附属病院）、加

藤貴弘・佐藤久

志・原田崇臣（診

療放射線科学科）

（放射線治療技術学臨床実習）放

射線治療

（核医学検査技術学臨床実習）

核医学検査

24

9-

26

4

臨床実習施設

同上
（診療画像検査技術学臨床実習）

画像診断検査

24

1-

24

8

臨床実習施設
臨床実習指導者

（星総合病院）、

久保均（診療放射

線科学科）

28

1-

28

8

臨床実習施設 臨床実習指導者

（南東北BNCT研

究センター）、加

藤貴弘・原田崇臣

（診療放射線科学

（放射線治療技術学臨床実習）放

射線治療（BNCT）

26

5-

58

0

臨床実習施設 臨床実習指導者

（南東北がん陽子

線治療セン

ター）、加藤貴

弘・原田崇臣（診

（放射線治療技術学臨床実習）放

射線治療（陽子線治療）

30

7-

31

0

臨床実習施設

久保均・三輪建

太・加藤貴弘（診

療放射線科学科）

実習報告会（診療画像検査技術学

臨床実習）

28

9-

30

6

臨床実習施設 臨床実習指導者

（福島県労働保健

センター）、福田

篤志・山品博子

（診療放射線科学

（診療画像検査技術学臨床実習）

検診業務（単純撮影、造影検査、

眼底検査、超音波検査、ホールボ

ディカウンター検査）

31

1-

12

臨床実習施設

同上
実習報告会（核医学検査技術学臨

床実習）
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　本実習は、診療画像検査技術学臨床実習および核医学検査技術学臨床実習と同時に開講しスケ

ジュールを共にする。

31

3-

31

4

臨床実習施設

同上
実習報告会（放射線治療技術学臨

床実習）
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科目名 ：

英語名称 ：

担当責任者 ：

開講年次 ： 4 年 通 期 4 単位 授業形態 ： 実習

必修・選択 ：

概要 ：

学習目標 ：

テキスト ：

参考書 ：

成績評価方法 ：

その他 ：

メッセージ等

： ―

卒業研究発表会における発表・質疑応答（２０％）、卒業研究論文（８

０％）

なし

実務経験のある教員が行う授業科目

なし

なし

・自律的に研究を行うことができる。

・卒業論文をまとめることができる。

必修

卒業研究は、本学科における画像診断、核医学、放射線治療、放射線管理計

測、医療情報などの分野に関連する講義や実習で学んだ知識および技術を駆

使し、指導教員の下、個別に設定した研究テーマで自ら研究を行うことで、

知識と技術の総括、研究方法の体得を行うとともに論理的思考能力を養うも

のである。その内容は、学生ごとの個別テーマによる研究であり、適切な

テーマを設定したうえで方法から実験、その結果に対する考察、結論に至る

までは指導教員との意見交換を通して実施される。

卒業研究

Graduation Research

久保　均
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授業実施日 時限 場所/キャンパス名 担当教員

同上 卒業研究論文の作成

駅前 同上
卒業研究発表会での研究成果の発

表および講評

11

7-

12

0

駅前

卒業研究テーマの設定と実施計画

の策定

5-

11

0

駅前 同上 研究活動の実施

11

1-

11

6

授業スケジュール／担当教員等

授業内容

1-4 駅前

久保均・高橋規之・福田篤

志・大葉隆・広藤喜章・五月

女康作・山品博子・田代雅

実・長谷川功紀・三輪建太・

宮司典明・加藤貴弘・佐藤久

志・原田崇臣（診療放射線科

学科
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